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ひとの動き
―4月末日現在―

 人口 　78,265人（前月比＋29人）

　男　　37,557人（前月比＋ 1人）

　女　　40,708人（前月比＋28人）

世帯数　29,753世帯（前月比＋72世帯）

　二上山の新緑も深ま
るさわやかな季節。晴
天に恵まれた日は、青
空と二上山のコントラ
ストがとても素敵です。
　写真は、これから二
上山へ登ろうとする人
たちを撮影しました。山
頂を目指しいざ出発！
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もくじ…………………………………………… ２

市政トピックス………………………………… ３

香芝市子ども・子育て支援事業計画を策定

特集……………………………………………… ６
再発見！二上山の魅力
ひと ◇ まち ◇ かしば… ………………………… 10

おんだ祭り
緑化コンクール
ボーイスカウト・ガールスカウト体験入隊
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消防団春季合同練習

住まう香芝 vol.26 ……………………………… 12

みんなでつくろう！消費者が主役の社会！！

イキイキ！香芝っ子 … ………………………… 14

みんなで学校をきれいに

市民ペンリレー／パパッと簡単クッキング！…… 15

　香芝市には自主防犯ボランティア活

動として児童・生徒の登下校時におけ

る安全確保のため、市民による見守り

活動が実施されています。この防犯ボ

ランティア団体に登録されているかた

は、およそ何名でしょう。

　①　約２００名　 　②　約５００名

　③　約１，０００名　④　約２，０００名

　 　　（答えは１５ページにあります）
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計画書は、総合福祉センター
子育て支援室窓口のほか、
市ホームページでもご覧い
ただけます。

計
画
策
定
の
趣
旨

　

子
ど
も
・
子
育
て
を
取
り
巻
く
環
境
は
、

急
速
な
少
子
化
の
進
行
の
ほ
か
、
核
家
族
化

の
進
展
や
地
域
の
つ
な
が
り
の
希
薄
化
、
女

性
の
社
会
進
出
に
伴
う
待
機
児
童
問
題
な

ど
、
現
代
の
社
会
状
況
を
反
映
し
て
変
化
し

て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
子
ど
も
が
健
や
か
に
成

長
で
き
る
社
会
の
実
現
を
目
指
し
て
、
平
成

24
年
８
月
に
「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
」

が
制
定
さ
れ
、
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
に
対
応
す

る
た
め
の
「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制
度
」

が
ス
タ
ー
ト
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制
度
」
で
は
、

「
子
ど
も
の
最
善
の
利
益
」
が
実
現
さ
れ
る

社
会
を
目
指
す
と
の
考
え
を
基
本
に
、
主
に

市
町
村
が
主
体
と
な
っ
て
幼
児
期
の
学
校
教

育
や
保
育
、
地
域
の
子
育
て
支
援
の
量
の
拡

充
や
質
の
向
上
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま

す
。

　

本
市
も
こ
の
制
度
の
も
と
で
、
質
の
高
い

幼
児
期
の
学
校
教
育
・
保
育
及
び
地
域
子
ど

も
・
子
育
て
支
援
事
業
の
提
供
を
計
画
的
に

行
っ
て
い
く
た
め
に
「
香
芝
市
子
ど
も
・
子

育
て
支
援
事
業
計
画
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

香
芝
市
の
少
子
化
の
現
状
と
将
来
推
計

合
計
特
殊
出
生
率

　

全
国
の
市
区
町
村
と
比
較
す
る
と
、
全
国

平
均
よ
り
や
や
高
い
傾
向
と
な
っ
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
長
期
的
な
人
口
の
維
持
に
必

要
と
さ
れ
て
い
る
２
．０
７
～
２
．０
８
を
大

き
く
下
回
り
、
少
子
化
の
進
行
に
歯
止
め
が

か
か
っ
て
い
な
い
状
況
で
す
。

児
童
数
の
推
移

　

本
市
で
は
人
口
が
経
年
的
に
増
加
し
て
き

ま
し
た
が
、
子
ど
も
の
数
を
見
る
と
、
将
来

推
計
で
２
０
１
５
年
ご
ろ
を
ピ
ー
ク
に
減
少

に
転
じ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

出典：日本の地域別将来推計人口
（国立社会保障・人口問題研究所）

本市の年齢別将来推計人口 合計特殊出生率の比較

出典：人口動態保健所・市区町村  
　　　別統計（平成20年～24年）

合計特殊出生率とは・・・
「15～49歳までの女性の年齢別出
生率を合計したもの」で、一人の
女性がその年齢別出生率で一生の
間に生むとしたときの子どもの数
に相当する。

奈良県 全国 香芝市

1.29 1.38 1.57

市民トピックス

香
芝
市
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
計
画
を
策
定

一
人
ひ
と
り
の
子
ど
も
が
健
や
か
に
成
長
す
る

こ
と
が
で
き
る
社
会
の
実
現
を
目
指
し
て

◆
問
合
先　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
子
育
て
支
援
室　

☎
79
ー
７
５
２
２

　
　
　
　
　

教
育
部
学
校
教
育
課　

☎
内
線
４
１
４

誰もが
健やかに
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計
画
の
概
要

　

計
画
の
策
定
に
あ
た
っ
て
は
、
市
民

ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
て
作
成
す
る
必
要
が
あ

る
た
め
、
平
成
25
年
９
月
に
公
募
の
２
名

を
含
む
10
名
の
委
員
か
ら
な
る「
子
ど
も
・

子
育
て
会
議
」
を
設
置
し
、
平
成
25
年
度

に
３
回
、
平
成
26
年
度
に
４
回
の
会
議
を

重
ね
て
き
ま
し
た
。　

　

本
計
画
で
は
、
下
表
の
と
お
り
、
７
つ

の
視
点
に
基
づ
く
９
つ
の
基
本
目
標
を
掲

げ
、
30
の
施
策
の
方
向
を
定
め
ま
し
た
。

　

計
画
に
は
、
教
育
・
保
育
施
設
（
幼
稚

園
・
保
育
所
・
認
定
子
ど
も
園
な
ど
）
や

国
が
推
進
す
る
各
種
子
育
て
支
援
サ
ー
ビ

ス
に
関
す
る
見
込
み
量
と
提
供
体
制
の
確

保
の
方
策
な
ど
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

まち全体で子どもを育てる
　すべての子どもが自分にあっ
た環境のなかで成長してほしい、
という思いを持って委員に応募
しました。
　子育て中の母親が孤独や不安
を感じることなく、地域全体で
次の世代を担う子どもたちを育
てるまちに、そして、そのよう
な環境で育って子どもたちが将
来胸を張って香芝を「ふるさと」
と言えるまちになることを願っ
ています。

子ども・子育て委員に

インタビュー

香芝市子ども・子育て会議
公募委員　沖本可奈さん
　　　　　（２児の母）

①子どもの視点

②次代の親づくり

　という視点

③サービス利用者

　の視点

④社会全体による

　支援の視点

⑤仕事と生活の

　調和推進の視点

⑥結婚・妊娠・出産・

　育児の切れ目のない

　支援の視点

⑦全ての子どもと

　家庭への支援の視点

施策の方向

１
子育てを支える社会環境づくり

①地域の人材の活用
②まちの物的資源の活用

①男女共同参画社会のまちづくり
②事業主による次世代育成支援行動計画の推進
③仕事と生活の調和（ワーク・ライフ・バランス）の推進
④�子育てを地域で支えるための保健・医療・福祉ネット

ワーク化の推進

①ひとにやさしく魅力的な生活環境の確保

①子育て相談窓口の充実
②総合的な子育ての情報提供の充実
③多様な保育サービスの充実
④子育て学習や親同士の交流機会の確保
⑤働きながら子育てをする親自身への支援
⑥子育て家庭の経済的負担の軽減

①母子保健サービスの充実
②小児医療の充実
③食に関する教育（食育）の推進
④思春期における保健教育などの充実

①ひとり親家庭への支援の充実
②障がいのある子どもを育てている家庭への支援
③保護を要する子どもを抱える家庭への支援

①子どもの権利に関する啓発
②子どもの主体的な活動の推進
③子どもを取り巻く有害環境対策の推進

①学力の向上の推進
②豊かな心と健やかな体の育成
③就学前教育（保育）の推進
④安心・安全な幼稚園・学校づくり
⑤保育・教育関係者・指導者の資質の向上

①いじめ・虐待などへの対応の強化
②子ども相談機関の充実と連携の強化

２
子育て支援の地域づくり

３
次世代に向けた地域環境の整備

４
親と子の健康づくりの支援

５
子育て支援サービスの充実

６
特別に支援を必要とする
家庭への支援

７
子どもが夢を持ってスクスク
元気に育つ環境づくり

８
子どもの教育環境の整備

９
いじめ・虐待・犯罪などへの
対策・対応の強化

基本目標基本理念と
基本的な視点

“子育て・子育ち”
まちづくり
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新
制
度
で
こ
こ
が
変
わ
り
ま
し
た
！

１　

公
立
幼
稚
園　

入
園
の
際
の
「
認
定
」

　

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制
度
で
は
、幼
児
期
の
教
育
・

保
育
を
「
個
人
へ
の
給
付
」
と
し
て
保
障
し
て
い
ま
す
。

　

給
付
を
受
け
る
た
め
に
は
、
市
に
対
し
て
申
請
を
し

「
認
定
」
を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
実
際
に
は
、
入

園
す
る
園
を
通
し
て
手
続
き
を
行
い
ま
す
。

２　

公
立
幼
稚
園　

保
育
料
の
応
能
負
担

　

従
来
、幼
稚
園
の
保
育
料
月
額
は
一
律
６
，０
０
０
円
、

入
園
料
は
３
，
５
０
０
円
と
し
て
い
ま
し
た
が
、
平
成

子育ての喜びを実感できる
まちづくりを
　この委員になって、「今、本当に
必要とされている子育て支援とは何
だろう」といったことをずっと考え
てきました。会議を通して、私１人
では何もできないけれど、子どもた
ちや子育て世代、高齢者のかたなど、
さまざまな世代間のパイプになって
地域のつながりに貢献できればとい
う思いを強くしました。そして、香
芝のまちで子育てができてよかった
と実感できるまちづくりの礎となる
計画をつくることができるよう、議
論を重ねてきました。

子ども・子育て委員に

インタビュー

香芝市子ども・子育て会議
公募委員　西本亜樹さん
　　　　　（３児の母）

27
年
度
よ
り
所
得
階
層
に
応
じ
た
負
担
と
な
り
ま
し

た
。
新
制
度
で
は
、
所
得
の
少
な
い
世
帯
や
、
多
子
世

帯
は
こ
れ
ま
で
よ
り
も
保
育
料
が
軽
減
さ
れ
る
仕
組
み

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
私
立
幼
稚
園
保
育
料
と
の
格
差
を
是
正
し
、

限
り
あ
る
財
源
を
す
べ
て
の
子
ど
も
た
ち
の
幼
児
教
育

に
公
平
に
分
配
で
き
る
よ
う
、
今
後

３
年
間
を
か
け
て
公
立
幼
稚
園
の
保

育
料
を
改
定
し
て
い
き
ま
す
。（
左

表
参
照
）

　

３　

私
立
幼
稚
園　

就
園
奨
励
事
業

　

幼
稚
園
教
育
の
普
及
と
充
実
を
図
り
、
幼

稚
園
へ
の
就
園
を
容
易
に
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
、
私
立
幼
稚
園
に
通
わ
せ
て
い
る
保

護
者
の
所
得
に
応
じ
て
、
保
育
料
の
一
部
を

助
成
す
る
就
園
奨
励
事
業
を
実
施
し
て
い
ま

す
。

　

平
成
27
年
度
か
ら
、
公
立
幼
稚
園
の
一
部

で
３
年
制
保
育
が
始
ま
っ
た
こ
と
に
伴
い
、

私
立
幼
稚
園
の
就
園
奨
励
事
業
も
、
従
来
の

４
・
５
歳
児
だ
け
で
な
く
、
３
歳
児
も
対
象

と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
昨
年
度
ま
で
は
す
べ
て
の
子
を
第

１
子
と
し
て
、
補
助
金
の
額
を
決
定
し
て
い

ま
し
た
が
、
今
年
度
か
ら
小
学
校
３
年
生
ま

で
の
兄
姉
を
第
１
子
と
し
て
数
え
た
と
き
、

幼
稚
園
児
が
第
２
子
以
降
に
あ
た
る
場
合

は
、保
護
者
負
担
を
さ
ら
に
軽
減
す
る
よ
う
、

補
助
額
を
決
定
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
、

在
籍
す
る
私
立
幼
稚
園
を
通
し
て
、
６
月
上

旬
に
案
内
す
る
予
定
で
す
。（
左
表
参
照
）

　小学校３年生までの兄姉を第１子と
して数えたとき、最年長の子どもから
順に２人目は半額、３人目以降は０円
とします。
（幼稚園などの教育・保育施設を利用
していない子どもは除く）

補助限度額 第１子 第２子 第３子

①生活保護世帯 ２０５，３００円 ２０５，３００円

２０５，３００円

②市民税非課税世帯
１３２，８００円 １６９，１００円

③市民税所得割非課税世帯

④市民税所得割課税世帯
　７７，１００円以下の世帯 ７６，８００円 １４１，１００円

⑤市民税所得割課税世帯
　２１１，２００円以下の世帯 ４１，４００円 １２３，４００円

⑥市民税所得割課税世帯
　２１１，２０１円以上の世帯 ０円 １０２，７００円

所得区分の階層 平成２７年度
保育料月額

平成２８年度保育料月額 平成２９年度保育料月額
平成３０年度
保育料月額平成２７年度

入園児
平成２８年度
入園児

平成２７年度
入園児

平成２８・２９
年度入園児

第１階層 生活保護世帯 0円 0円 0円 0円 0円 0円

第２階層 市民税非課税世帯 1，000 円 1，000 円 1，000 円 1，000 円 1，000 円 1，000 円

第３階層 市民税所得割非課税世帯 ３，０００ 円 ３，０００ 円 ３，０００ 円 ３，０００ 円 ３，０００ 円 ３，０００ 円

第４階層 市民税所得割課税額　４８，６００ 円以下

６，０００ 円 ６，０００ 円

６，０００ 円

６，０００ 円

６，０００ 円 ６，０００ 円

第５階層 市民税所得割課税額　７７，１００ 円以下 ６，５００ 円 ７，０００ 円 ７，６００ 円

第６階層 市民税所得割課税額　１０３，９００ 円以下 ６，８００ 円 ７，６００ 円 ８，４００ 円

第７階層 市民税所得割課税額　１３０，７００ 円以下 ７，１００ 円 ８，１００ 円 ９，２００ 円

第８階層 市民税所得割課税額　１５７，５００ 円以下 ７，３００ 円 ８，７００ 円 １０，０００ 円

第９階層 市民税所得割課税額　１８４，３００ 円以下 ７，６００ 円 ９，２００ 円 １０，８００ 円

第 １０ 階層 市民税所得割課税額　２１１，２００ 円以下 ８，４００ 円 １０，２００ 円 １２，０００ 円

第 １１ 階層 市民税所得割課税額　２１１，２０１ 円以上 ８，８００ 円 １０，７００ 円 １２，６００ 円
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「
暖
か
く
な
っ
て
き
た
か
ら
、

ど
こ
か
に
出
か
け
た
い
」「
自

然
に
触
れ
た
い
」「
地
元
を
知

り
た
い
」
と
思
っ
て
い
る
か
た

も
多
い
は
ず
。
そ
ん
な
か
た
は
、

一
度
、
二
上
山
に
登
っ
て
み
ま

せ
ん
か
？
で
も
、
せ
っ
か
く
登

る
な
ら
、
山
頂
を
目
指
す
だ
け

で
は
も
っ
た
い
な
い
。
今
回
の

特
集
で
は
、
登
る
前
に
ぜ
ひ

知
っ
て
ほ
し
い
、
二
上
山
の
見

ど
こ
ろ
、
歴
史
な
ど
を
紹
介
し

ま
す
。

　

二
上
山
は
、
奈
良
盆
地
の

北
西
部
、
奈
良
県
と
大
阪
府
が

境
を
接
す
る
あ
た
り
に
位
置
し

て
お
り
、
ま
ち
を
見
守
る
よ
う

に
で
ん
と
腰
を
据
え
て
い
ま
す
。

標
高
５
１
７
ｍ
の
雄
岳
、
４
７ 

４
ｍ
の
雌
岳
、
こ
の
２
つ
の
峰

を
も
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
二
上

山
の
特
徴
で
す
。
古
く
は
「
万

葉
集
」
に
詠
ま
れ
、
万
葉
の

「
二ふ

た

上が
み

山や
ま

」
と
し
て
古
代
史
の

舞
台
に
も
な
り
ま
し
た
。

山
で
の
心
得
・
マ
ナ
ー

安
全
・
健
康
第
一

　

体
調
管
理
を
し
っ
か
り
し
ま

し
ょ
う
。
水
分
補
給
を
行
い
、

適
宜
休
憩
を
と
り
な
が
ら
自
分

の
ペ
ー
ス
で
登
り
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
む
や
み
に
登
山
道
以
外

の
領
域
に
足
を
踏
み
入
れ
て
は

い
け
ま
せ
ん
。
山
で
は
携
帯
電

話
な
ど
の
電
波
が
届
か
な
い
場

合
が
あ
る
の
で
、
注
意
し
ま

し
ょ
う
。

と
っ
て
い
い
の
は
写
真
だ
け
、

残
し
て
い
い
の
は
思
い
出
だ
け

　

き
れ
い
な
花
や
珍
し
い
植
物

を
見
つ
け
て
も
、
決
し
て
採
取

し
た
り
持
ち
帰
ら
ず
、
写
真
に

お
さ
め
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
ご

み
は
持
ち
帰
り
、
来
た
と
き
よ

り
も
美
し
く
し
て
帰
り
ま
し
ょ

う
。
美
し
い
自
然
環
境
を
守
る

の
は
、
登
山
者
の
マ
ナ
ー
で
す
。

9：50 9：00
START!

再発見！

二
上
山
の
魅
力

◆
問
合
先　

二
上
山
博
物
館　

☎
77 ‒

１
７
０
０

　
　
　
　
　

市
役
所
商
工
振
興
課　

☎
内
線
２
５
４
・
２
５
５

ゆっくり自分のペースで☆

上
かみのいけよこ
ノ池横登山口ルート
所要時間：約１２５分

上ノ池横登山口

約９０分

雄岳山頂

約１０分

馬の背

約１５分

雌岳山頂

＊時間は個人差があります。

ちょっと一
息

ちょっと一
息

上ノ池横登山口

新
しんいけ
池

雄岳６合目

上ノ池横登山口の最寄り駅は近鉄二上
山駅です。大和高田バイパスから見え
る畑配水場の大きなタンクが上ノ池横
登山口の目印です。（７ページ左上地
図参照）

整備された登山道を15分ほど登って
いくと、新池に到着。天気がいい日に
は、水面に美しい木々が映し出されま
す。

小川のせせらぎを聞きながら登ってい
くと、火山岩の露頭が見られます。こ
の火山岩は雄岳をリング状に取り巻い
ているのが特徴です。

一気に視界が開ける雄岳６合目。香芝のまち
を一望できます。ベンチがあるので休憩もで
きます。頂上まであと半分！
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これが
目印 !!

　

標
高
も
そ
れ
ほ
ど
高
く
な
い

こ
と
か
ら
、
小
・
中
学
生
の
遠

足
や
授
業
の
一
環
と
し
て
も
二

上
山
の
登
山
は
取
り
入
れ
ら
れ

て
い
ま
す
。
登
山
初
心
者
や
子

ど
も
と
一
緒
で
も
、
登
り
や
す

い
山
で
す
。

　

二
上
山
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な

登
山
ル
ー
ト
が
あ
り
、
自
分
に

合
っ
た
コ
ー
ス
が
選
択
で
き
る

こ
と
も
魅
力
の
一
つ
で
す
。
同

じ
山
で
も
、
登
山
ル
ー
ト
が
変

わ
れ
ば
見
え
る
景
色
も
変
わ
っ

て
き
ま
す
。
今
回
は
、
上
ノ
池

横
登
山
口
か
ら
頂
上
を
目
指
す

ル
ー
ト
を
紹
介
し
ま
す
。

＊
紹
介
し
た
ル
ー
ト
を
利
用
し

た
登
山
で
、
け
が
な
ど
の
事
故

が
生
じ
て
も
一
切
責
任
は
負
い

ま
せ
ん
。

ト
イ
レ
の
確
認

　

ト
イ
レ
は
山
中
で
し
な
い
の

が
原
則
で
す
。
事
前
に
ト
イ
レ

の
場
所
を
確
認
し
て
お
き
ま

し
ょ
う
。

登
り
が
優
先

　

登
山
道
は
基
本
的
に
「
登
り

優
先
」
で
す
。
道
を
譲
る
と
き

は
、
安
全
を
考
慮
し
て
山
側
に

立
ち
止
ま
っ
て
待
ち
ま
し
ょ
う
。

登
山
者
同
士
で
挨
拶

　

山
で
は
積
極
的
に
挨
拶
を
し

ま
し
ょ
う
。
ほ
か
の
登
山
者
と

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
り
、

楽
し
い
登
山
の
思
い
出
を
作
り

ま
し
ょ
う
。

「
二
上
山
に
つ
い
て
も
っ
と
知

り
た
い
！
」
と
い
う
か
た
に

　

二
上
山
博
物
館
が
編
集
し
て

い
る
『
二
上
山
︱
ハ
イ
キ
ン
グ

ガ
イ
ド
︱
』。
二
上
山
周
辺
の

名
所
、
登
山
ル
ー
ト
の
み
な
ら

ず
、
二
上
山
の
入
門
書
と
し
て

活
用
く
だ
さ
い
。
二
上
山
博
物

館
受
付
カ
ウ
ン
タ
ー
で
販
売
し

て
い
ま
す
（
６
０
０
円
）。

165

N

至大阪

近鉄南大阪線 二上山駅

専称寺

春日
神社

畑配水場

至御所

上
ノ
池
横
登
山
口

大和高田
バイパス
大和高田
バイパス

上ノ池

馬の背…馬の背中のように中央部
がややくぼんだ形状の尾根

標高４７４ｍ、雌岳山頂に到着。山頂は整備され、
広場になっています。３６０度見渡せる展望台
で、景色を楽しめます。この場所でゆっくりと
食事をとることができます。

10：3011：05
GOAL!

大
おおつのみこにじょうざんぼ
津皇子二上山墓

葛
かつらぎにいますふたかみのじんじゃ
木坐二上神 社

馬の背

雄岳から馬の背を経由し雌岳山頂を目
指します。馬の背には、トイレがあり
ます。各々の登山ルートが集まる場所
で、多くの登山者と顔を合わせること
ができます。

標高５１７ｍ、雄岳山頂に到着。山頂には、葛
木坐二上神社があり「豊

とよふつのみたまのかみ

布都霊神（二
にじょうごん

上権現
げん

）」
が祭られています。

万葉歌碑があり、美しい花々
が咲いています。

大津皇子二上山墓まで来ると雄
岳頂上まではあと少しです。

木漏れ日を浴び
ながら、頂上を
目指していきま
す。道がぬかる
んでいる場合が
あるので、足元
にはご注意を。
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市
立
14
小
・
中
学
校
の
校
歌

す
べ
て
に
〝
二
上
山
〟
が
歌
わ

れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
か
、

二
上
山
は
、
香
芝
市
民
に
と
っ

て
小
さ
い
こ
ろ
か
ら
親
し
み
を

も
っ
て
い
る
山
で
す
が
、
名
前

の
由
来
や
ど
の
よ
う
に
し
て
で

き
た
か
を
皆
さ
ん
は
ご
存
知
で

し
ょ
う
か
。

　

全
国
に
「
ふ
た
か
み
や
ま
」

あ
る
い
は
「
に
じ
ょ
う
さ
ん
」

と
呼
ば
れ
て
い
る
山
は
、
10
か

所
以
上
あ
り
ま
す
。
そ
の
中
に

は『
日
本
書
紀
』に
み
え
る
神
々

が
降
り
立
っ
た
地
と
し
て
知
ら

れ
る
宮
崎
県
高た

か

千ち

穂ほ

の
二ふ

た
が
み上

峯の
み
ねが

あ
り
ま
す
。
古
代
の
人
び

と
が
、
こ
の
天
孫
降
臨
の
二
上

峯
を
〝
二
上
山
〟
に
投
影
し
た

の
が
名
前
の
由
来
と
考
え
ら
れ

ま
す
。
ま
た
、
室
町
時
代
、
猿

楽
師
世ぜ

阿あ

弥み

作
の
謡
曲

『
当と

う
ま麻
』
に
は
「
尼
上
嶽
」
と

あ
り
、
あ
え
て
「
に
じ
ょ
う
」

と
読
ま
せ
て
い
ま
す
。
こ
の
呼

び
方
は
序
々
に
浸
透
し
て
い
き
、

文
献
な
ど
を
見
る
と
、
江
戸
時

代
初
期
ご
ろ
に
は
ほ
ぼ「
に
じ
ょ

う
だ
け
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
か
ら
千
数
百
万
年
前
、
二

上
山
地
域
で
は
活
発
な
火
山
活

動
が
繰
り
広
げ
ら
れ
て
い
ま
し

た
。
噴
火
が
終
息
し
た
後
、
風

化
・
浸
食
の
影
響
で
山
が
削
ら

れ
ま
し
た
。
そ
の
後
隆
起
し
、

再
び
削
ら
れ
て
、
現
在
の
よ
う

な
ふ
た
こ
ぶ
の
姿
に
な
っ
た
と

考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
二
上
山
地
域
に

は
い
ろ
い
ろ
な
火
成
岩
が
分
布

し
、
全
国
の
地
質
・
岩
石
の
研

究
者
に
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
夏
休
み
に
は
自
由
研
究

な
ど
で
親
子
で
二
上
山
に
登
り

石
を
集
め
、
そ
の
石
の
種
類
を

二
上
山
博
物
館
で
調
べ
、
石
の

標
本
を
作
ら
れ
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。

　

毎
日
何
気
な
く
目
に
し
て
い

る
二
上
山
。
そ
の
起
源
や
誕
生

に
目
を
向
け
て
み
る
と
新
た
な

発
見
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

登
山
の
前
に
は
、
ぜ
ひ
二
上
山

博
物
館
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　
「
も
う
10
数
年
毎
日
か
か
さ

ず
二
上
山
に
登
っ
て
い
ま
す
」

そ
う
話
す
の
は
ア
マ
チ
ュ
ア
カ

メ
ラ
マ
ン
の
澤
木
仁
さ
ん
。
毎

日
カ
メ
ラ
を
持
ち
二
上
山
に
登

り
、
２
５
０
種
類
の
花
々
を
こ

れ
ま
で
に
撮
影
し
て
き
ま
し
た
。

　
「
二
上
山
の
魅
力
は
、
気
軽

に
登
れ
る
こ
と
。
そ
し
て
、
自

然
の
変
化
が
見
る
も
の
を
楽
し

ま
せ
て
く
れ
る
こ
と
で
す
。
昨

日
ま
で
は
咲
い
て
い
な
か
っ
た

花
が
咲
い
て
い
る
、
小
鳥
の
鳴

き
方
が
上
手
に
な
っ
て
い
る
な

ど
、
新
し
い
発
見
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
人
と
の
出
会
い
が
生
ま

れ
る
こ
と
も
大
き
な
魅
力
で
す
。

毎
日
同
じ
時
間
帯
に
登
っ
て
い

る
と
、
お
馴
染
み
の
メ
ン
バ
ー

に
出
会
い
ま
す
。
頂
上
や
馬
の

背
あ
た
り
で
、
ワ
イ
ワ
イ
と
話

し
、
登
山
の
情
報
を
交
換
し
た

り
し
て
い
ま
す
。
こ
ん
な
花
が

あ
そ
こ
に
咲
い
て
い
る
よ
な
ど

と
登
山
仲
間
か
ら
情
報
を
提
供

し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
」
と
澤

木
さ
ん
は
目
を
細
め
ま
す
。

　

自
然
の
変
化
を
探
し
記
録
に

残
す
、
人
と
の
交
流
、
健
康
促

進
な
ど
そ
れ
ぞ
れ
の
楽
し
み
方

が
二
上
山
に
は
あ
り
ま
す
。
皆

さ
ん
も
自
分
の
楽
し
み
方
を
見

つ
け
て
み
ま
せ
ん
か
。

二
上
山
博
物
館

主
幹　

奥
田　

昇

澤
木　

仁
さ
んこれからの季節に見られる花。

ホタルブクロ（左）は６月ごろ、オトギリソウは７月
ごろに見られます。（写真提供：澤木仁さん）

楽しみ、そして、受け継ぐ 自然・歴史・伝統行事・山登り・・・　二上山の楽しみ方はたくさんあります。
二上山へ登る前に知っておくと、また違った景色が見えてくるかもしれません。

二上山という名 －誕生と起源－

自然を愛でる －二上山と出会い－
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う
つ
そ
み
の
　
人
な
る
我
や

　
明
日
よ
り
は
　
二
上
山
を

　
　
弟い

ろ
せ背

と
我
が
見
む

　

こ
れ
は
、
大お

お
く
の
ひ
め
み
こ

来
皇
女
が
弟
の

大
津
皇
子
を
偲
び
詠
ん
だ
歌
と

し
て
万
葉
集
に
詠
ま
れ
て
い
ま

す
。

　

雄
岳
山
頂
付
近
に
あ
る
大
津

皇
子
二
上
山
墓
。
大
津
皇
子
は
、

壬
申
の
乱
の
後
、
王
位
に
就
き

律
令
制
度
を
築
い
た
天
武
天
皇

の
皇
子
で
す
。
大
津
皇
子
が
悲

運
の
皇
子
と
し
て
、
知
ら
れ
る

ゆ
え
ん
は
７
世
紀
後
半
の
権
力

闘
争
の
渦
中
に
巻
き
込
ま
れ
、

そ
の
人
生
を
わ
ず
か
24
年
で
幕

を
下
ろ
し
た
か
ら
だ
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。

　

天
武
天
皇
が
崩
御
し
た
後
、

大
津
皇
子
の
謀
反
が
発
覚
し
た

と
し
て
、
処
刑
さ
れ
て
し
ま
い

ま
す
。
こ
れ
は
、
鵜

う
の
の
さ
ら
ら
の
ひ
め
み
こ

野
讃
良
皇

女
（
後
の
持
統
天
皇
）
が
天
武

天
皇
と
の
間
に
で
き
た
実
子
で

あ
る
草く

さ
か
べ
の
み
こ

壁
皇
子
を
天
皇
に
即
位

さ
せ
る
た
め
、
大
津
皇
子
を
失

脚
さ
せ
よ
う
と
の
陰
謀
で
は
な

い
か
と
推
測
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

大
津
皇
子
の
没
後
、
都
で
は

疫
病
な
ど
の
災
い
が
起
こ
り
ま

し
た
。
こ
れ
は
、
大
津
皇
子
の

た
た
り
で
は
な
い
か
と
言
わ
れ
、

二
上
山
に
葬
ら
れ
た
と
い
う
説

か
ら
、
二
上
山
雄
岳
山
頂
付
近

に
あ
る
古
墳
が
大
津
皇
子
二
上

山
墓
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
二
上
山
の
東
南
丘
陵
に
あ

る
鳥と

り
た
に
ぐ
ち

谷
口
古
墳
の
可
能
性
も
指

摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
紹
介
し
た
の
は
、
大
津

皇
子
の
歴
史
の
ほ
ん
の
一
部
で

す
。
二
上
山
博
物
館
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
の
会
で
は
、
博

物
館
の
展
示
解
説
や
市
内
の
文

化
財
な
ど
の
現
地
ガ
イ
ド
も

行
っ
て
い
ま
す
。
解
説
を
聞
き

な
が
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
歴
史
に

触
れ
て
み
ま
せ
ん
か
。
ま
た
、

郷
土
の
歴
史
や
博
物
館
で
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
に
興
味

の
あ
る
か
た
は
、
二
上
山
博
物

館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
の
会

の
会
員
に
な
り
、
学
ん
で
み
ま

せ
ん
か
。
詳
し
く
は
、
二
上
山

博
物
館
へ
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

　

毎
年
、
４
月
23
日
に
行
わ
れ

る
「
岳
の
ぼ
り
」。
か
つ
て
、

雌
岳
に
は
「
深じ

ん
じ
ゃ蛇

大だ
い
お
う王

（
二に

じ
ょ
う上

権ご
ん

現げ
ん

の
内う

ち

の
一い

っ
そ
ん尊

）」
が
祭
ら

れ
て
い
ま
し
た
。
そ
し
て
室
町

時
代
以
降
、
二
上
山
か
ら
流
れ

る
水
の
恩
恵
を
受
け
る
村
々
で
、

水
神
と
し
て
庶
民
信
仰
と
結
び

つ
き
、
農
繁
期
の
前
に
祈き

う雨
と

書
い
た
布
な
ど
を
も
っ
て
二
上

山
に
登
り
、〝
権
現
さ
ん
〟
に

水
を
も
ら
い
に
い
く
「
嶽
の
ぼ

り
」
と
し
て
、
毎
年
４
月
23
日

の
年
中
行
事
と
な
っ
て
い
き
ま

し
た
。

　

そ
の
後
は
、
二
上
山
で
寿
司

を
食
べ
な
が
ら
、
水
の
恵
み
に　

感
謝
す
る
と
と
も
に
新
緑
を
楽

し
む
行
事
と
し
て
受
け
継
が
れ

て
き
ま
し
た
。　

　

今
日
で
は
、
二
上
山
美
化
促

進
協
議
会
が
中
心
と
な
っ
た
美

化
活
動
を
兼
ね
た
行
事
と
し
て

定
着
し
、
ご
み
拾
い
を
行
い
、

二
上
山
を
美
し
く
保
っ
て
い
ま

す
。

　

服
装
な
ど
の
様
子
こ
そ
違
え

ど
も
、
は
る
か
昔
か
ら
受
け
継

が
れ
て
き
た
岳
の
ぼ
り
。
鮮
や

か
な
緑
に
囲
ま
れ
た
二
上
山
を

か
つ
て
の
人
々
の
暮
ら
し
に
思

い
を
は
せ
な
が
ら
登
っ
て
み
ま

せ
ん
か
。

二
上
山
博
物
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
ガ
イ
ド
の
会
の
皆
さ
ん

今年は、上ノ池横登山口からは子どもから大人まで、２００
人を超える参加者がビニール袋を片手に岳のぼりへ参加しま
した。

楽しみ、そして、受け継ぐ

古代史を知る －大
おお

津
つの

皇
み こ

子の悲劇－

郷土伝統行事 －岳
だけ

のぼり－

広報かしば　No.5759



　農耕に対する鎮守の森として守られてきた十二社神社

で、おんだ祭りが行われました。この祭りは１年の五穀

豊穣などを願って行われる古くから伝わる伝統行事です。

　お供え物を神殿に運ぶ神事が厳かに執り行われた後、

地域の人が面をかぶって牛に扮し、鋤
すき

や鍬
くわ

を使って昔な

がらの田植えの準備の様子を再現しました。そして集まっ

た子どもたちが苗に見立てた松の葉を植え、青々とした

田んぼが完成しました。

　しかししばらくすると、おとなしくしていた牛が突然

暴れだしました。牛がよく暴れると豊作になるという言

い伝えがあり、境内を激しく動き回る牛に参加者から拍

手や歓声があがりました。

　祭りの締めくくりには餅まきが行われ、参加した人た

ちは農村の伝統を楽しみながら受け継いでいるようでした。

　五位堂自治会の木村功会長は「これからも村に伝わる

伝統行事を文化財として大切に継承していきたい。参加

した子どもたちにとって、幼いときにこんなことがあっ

たなといういい思い出になり、将来大きくなったときに

“おらがふるさと”というかたちで記憶に残してもらえた

らうれしい」と話しました。

初
め
て
の
牛
役
を
終
え
て
「
一
生
に
一
度
の
い
い
経
験
が
で

き
ま
し
た
」「
観
客
の
反
応
が
お
も
し
ろ
か
っ
た
」
と
感
想
を

語
り
ま
し
た
。

昔ながらの田植えを再現！

牛が元気に暴れたので、今年の豊
作は間違いなし。
最後に参加者は、豊作と家内安全
を祈願し、苗を拾って持って帰り
ます。

苗に見立てた松の葉を使って田植
えを再現。
子どもたちも喜んで参加し、境内
は和やかな雰囲気に包まれます。

ここで牛が登場。「モォ～」と鳴き
ながら、馬鍬（まんが）で土を平ら
にし、苗を植えやすくします。
牛に扮した２人の動きに注目が集
まります。

鋤（すき）で田の形を整えてから、
鍬（くわ）で田の周りの土を掘り水
の通り道を作ります。最後に犂（か
らすき）で土を掘り起こし、空気を
入れて耕しやすくします。

１ ２ ３ ４

おんだ祭り
４月19日（日）　十

じゅう
二
に
社
しゃ
神社（五位堂）

平成27年5月21日 10



　奈良県緑化推進協会が主催する
「緑化作品コンクール」、国土緑化推
進機構が主催する「全日本学校関係
緑化コンクール」が行われました。
香芝東中学校３年生の新あかりさん
がポスター部門に入賞し、鎌田小学
校が学校環境緑化の部で国土緑化推
進機構理事長賞に入選しました。
　「緑化作品コンクール」は、次代
を担う青少年の、森林・緑の重要性
の認識と理解を深めるため、緑の大
切さを強調した作品のコンクールで
す。ポスター部門には、県下５６校
から１, １４３点の応募があり、入
賞作品２４点のうち中学校の部で上
位優秀作品４点に新さんの作品が選
ばれました。
　学校環境緑化の部は、国土緑化運
動の一環として、青少年の緑化活動
及び学校における緑化教育の一層の
推進を図るために実施されていま
す。奈良県から推薦のあった、夏野
菜の植え付けや収穫など植物の生育
に力を入れている鎌田小学校の活動
が高く評価されました。

　昨年１０月に連携協定を締結した
群馬県みどり市の岩宿博物館からの
寄贈資料である “ 群馬県出土の縄文
土器 ” を展示した平成２７年度第１
回企画テーマ展を開催しました。
　展示された関東の縄文土器の破片
は、立体的な造形や力強く描かれた
文様の片鱗が見られます。訪れたか
たは、市内出土の土器と群馬出土の
縄文土器を比較したり、「装飾が珍
しい」などと古代のロマンに触れな
がら企画テーマ展を楽しみました。

　グリム絵本館は、大阪樟蔭女子大
学と本市が連携して行う子育て支援
事業です。今年度１回目は「春」を
テーマとした絵本を中心に展示し、
学生が子どもたちに絵本の読み聞か
せを行い、一緒にペンやシールを
使って紙のお弁当を作りました。
　学生は準備段階から絵本の選び方
や配置に気を配り、子どもが引き込ま
れるような環境づくりに努めました。
参加者は「毎日忙しく、絵本を読ん
であげる時間がなかったけど、ゆっ
くり読んであげられました」と話し
ました。

　ボーイスカウト香芝第１団とガー
ルスカウト奈良第46団が、活動の一
部を知ってもらうための体験型見学
会を開催しました。さわやかな晴天
に恵まれた会場では、ロープを使っ
たゲームやリボンを使ったクラフト
などが企画され、参加した子どもた
ちは幅広い年齢層の隊員と交流し楽
しいひとときを過ごしました。
　ボーイスカウト香芝第１団の貞國
副団委員長は「子どもたちが自然の
中で楽しみや喜びを分かち合い、縦・
横の関係を学ぶ機会を提供していき
たい」と話しました。

　今年度初めての市内全消防団員
１３２名による合同訓練が香芝消防
署の指導のもと行われました。
　団員の規律を正し、団結力を高め
るための整列や敬礼などの訓練、火
点に向かっていち早く水を出せるよ
うに延長用ホースの扱い方や役割分
担を確認しました。　
　グラウンドには、大きな号令が響
く中、団員たちは、地域防災の要と
して迅速かつ臨機応変な対応ができ
るように真剣な面持ちで訓練に取り
組みました。

緑化コンクール

グリム絵本館
4月18日（土）総合福祉センター　

二上山博物館企画テーマ展
４月４日（土）～５月１０日（日）
二上山博物館

ボーイスカウト体験入隊ガールスカウト
４月２６日（日）　高塚地区公園

消防団春季合同練習
４月１９日（日）香芝市健民グラウンド

入賞を喜ぶ新さん。新さんの作品は国土緑化
推進機構主催の「国土緑化運動・育樹運動ポ
スター原画コンクール」へ推薦されることが
決定しました。

鎌田小学校で夏野菜の植え付けをしている様
子。植え付けを前に「やったー！」と喜ぶ子
どもたち。老人会の皆さんの丁寧な指導のも
と、スコップ片手に一つ一つ植え付けを行い
ました。

立ちかまどを使ったツイストパンを焼く体 験。
もちもちした食感に笑顔がこぼれました。

新あかりさん
入賞作品

広報かしば　No.57511



通信関連 
31%

教養娯楽品
15%

金融・保険
サービス

14%
被服品

4%

住居品
4%

土地・建物・設備
4%

修理・補修
3% その他

25%

不明
5%

年齢別 
平成26年度　相談概要 

（全219件） 

商品・役務別 

20歳代
8％ 

80歳代以降
8％ 

30歳代 
11％ 

40歳代 18％ 

10歳代 2％ 

50歳代 
12％ 

60歳代 
17％ 

70歳代以上 19％ 

消
費
者
庁
設
立
か
ら
約
５
年
が
経
ち
、
こ

の
間
に
も
私
た
ち
消
費
者
を
取
り
巻
く
環
境

は
、
よ
り
一
層
の
情
報
通
信
社
会
の
高
度
化

や
日
常
の
消
費
生
活
に
お
け
る
グ
ロ
ー
バ
ル

化
の
進
展
に
よ
っ
て
、
大
き
く
変
化
し
て
い

ま
す
。
そ
の
一
方
で
、
消
費
者
問
題
・
ト
ラ

ブ
ル
は
多
様
化
し
、
消
費
者
の
受
け
る
被
害

は
ど
ん
ど
ん
複
雑
に
な
っ
て
い
ま
す
。
最
近

で
は
高
齢
者
を
狙
っ
た
詐
欺
な
ど
、
気
付
か

な
い
う
ち
に
ト
ラ
ブ
ル
に
巻
き
込
ま
れ
て
い

る
と
いっ
た
ケ
ー
ス
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

今
年
度
の
消
費
者
月
間
の
テ
ー
マ
「
み
ん
な

で
つ
く
ろ
う
！
」
の
〝
み
ん
な
〟
と
は
、消
費
者
、

消
費
者
団
体
だ
け
で
な
く
、
事
業
者
、
事
業

者
団
体
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
な
ど
、
国
・
地

方
自
治
体
も
含
め
た
社
会
経
済
の
す
べ
て
の
主

体
を
指
し
て
い
ま
す
が
、
言
う
は
易
し
、
絵
に

描
い
た
餅
に
な
ら
な
い
よ
う
、一人
ひ
と
り
が
住

み
良
い
街
づ
く
り
の
担
い
手
で
あ
る
こ
と
を
心

に
留
め
て
行
動
す
る
意
識
が
重
要
で
す
。

平
成
26
年
度
、
本
市
の
消
費
生
活
相
談
窓

口
に
寄
せ
ら
れ
た
相
談
件
数
は
２
１
９
件
で
、

平
成
25
年
度
に
比
べ
45
件
増
加
し
て
い
ま
す
。

近
年
の
情
報
通
信
サ
ー
ビ
ス
や
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
、
パ
ソ
コ
ン
な
ど
の
通
信
機
器
の
発

達
そ
し
て
普
及
に
よ
り
、
そ
れ
ら
に
関
す
る

相
談
が
増
え
て
い
ま
す
。
ワ
ン
ク
リ
ッ
ク
請

求
や
架
空
請
求
、
出
会
い
系
サ
イ
ト
、
デ
ジ

タ
ル
コ
ン
テ
ン
ツ
な
ど
の
通
信
関
係
の
相
談

が
67
件
と
最
も
多
く
、
前
年
度
の
32
件
か
ら

２
倍
以
上
と
な
っ
て
い
ま
す
。

例
え
ば･･･

気
に
な
る
こ
ん
な
相
談

「
お
得
で
す
よ
！
」
と
、
電
話
で
プ
ロ
バ
イ
ダ

変
更
の
勧
誘
が
あ
っ
た
。「
契
約
内
容
を
確
認

し
て
あ
げ
る
」
と
言
わ
れ
て
、
パ
ソ
コ
ン
を
立

ち
上
げ
る
こ
と
に
な
り
、
そ
の
流
れ
で
つい
Ｉ
Ｄ

や
パス
ワ
ー
ド
ま
で
伝
え
て
し
ま
っ
た
り
、
軽
い

気
持
ち
で
返
事
を
し
て
遠
隔
操
作
に
よ
り
簡

単
に
変
更
さ
れ
て
し
ま
い
、
ト
ラ
ブ
ル
に
な
る

事
例
が
増
え
て
い
ま
す
。

　

Ｐパ

イ

オ
Ｉ
Ｏ
―

Ｎネ

ッ

ト
Ｅ
Ｔ
（
＊
）
に
よ
る
と
、
こ

の
よ
う
な
相
談
が
平
成
24
年
度
で
は
１
８
７

件
で
し
た
が
、
平
成
25
年
度
は
１
，５
９
６

件
、
平
成
26
年
度
に
は
６
，６
６
５
件
と
、

年
々
、
大
幅
に
増
え
て
い
ま
す
。

電
話
勧
誘
は
不
意
打
ち
性
が
高
く
、
そ
の

場
で
書
面
な
ど
が
示
さ
れ
な
い
た
め
、
契
約

の
内
容
を
確
認
す
る
こ
と
が
難
し
く
、
事
業

者
の
ペ
ー
ス
に
乗
せ
ら
れ
て
し
ま
う
こ
と
も

少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
契
約
内
容
を
理
解
し

な
い
ま
ま
承
諾
し
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
が

最
も
大
切
で
す
。

電
話
勧
誘
販
売
は
、
ク
ー
リ
ン
グ・オ
フ
（
無

条
件
解
約
）
が
可
能
な
販
売
方
法
で
す
が
、

プ
ロ
バ
イ
ダ
な
ど
の
電
気
通
信
サ
ー
ビ
ス
に
関
わ

る
契
約
は
、
特
定
商
取
引
法
の
適
用
が
無
く
、

現
在
の
と
こ
ろ
法
律
上
の
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
制

度
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め一
層
の
注
意
が

必
要
で
す
。

＊
Ｐ
Ｉ
Ｏ
―

Ｎ
Ｅ
Ｔ
（
全
国
消
費
生
活
情
報
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
・
シ
ス
テ
ム
）
と
は
、
国
民
生
活

セ
ン
タ
ー
と
全
国
の
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
を

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
結
び
、
消
費
者
か
ら
消
費

生
活
セ
ン
タ
ー
に
寄
せ
ら
れ
た
消
費
生
活
相

談
情
報
の
収
集
を
行
っ
て
い
る
シ
ス
テ
ム
で
す
。

住まう香芝 vol.26

5月は消費者月間の巻 ◆問合先　市役所商工振興課　☎内線２５４・２５５

みんなでつくろう！

　　　　　が　　　  の社会！！

このコーナーでは知って役立つ
生活情報をお届けします。

消 者 主費 役

平成27年5月21日 12



☆ネットショップホームページに上記のような（公社）日本通
信販売協会や（一財）日本情報経済社会推進協会のマーク類が
あれば、そのショップが一定の基準をクリアしているか信頼性
の目安となります。

相談にきてね

香芝消費生活相談出前講座

必
ず
確
認
し
ま
し
ょ
う

①�
契
約
前
に
書
面
の
交
付
を
求
め
ま
し
ょ

う
。

②
契
約
相
手
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

③
サ
ー
ビ
ス
内
容
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

④�

こ
れ
ま
で
契
約
し
て
い
た
プ
ロ
バ
イ
ダ
の

解
約
に
よ
る
デ
メ
リ
ッ
ト
な
ど
も
十
分
理

解
し
た
上
で
、
新
た
な
契
約
の
必
要
性
を

考
え
ま
し
ょ
う
。

⑤�

最
寄
り
の
相
談
セ
ン
タ
ー
に
相
談
し
ま

し
ょ
う
。

こ
の
よ
う
な
相
談
も
増
え
て
い
ま
す
…

　

ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
プ
で
、
気
に
入
っ
た
商
品

を
安
価
で
見
つ
け
、
購
入
申
し
込
み
を
し
た

と
こ
ろ
、
代
金
先
払
い
を
指
定
さ
れ
た
。
振

り
込
ん
だ
が
、
商
品
が
届
か
な
い
、
あ
る
い

は
注
文
し
た
も
の
と
全
く
違
う
品
や
偽
物
が

届
い
た
、
と
い
っ
た
ケ
ー
ス
で
す
。

　

ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
プ
の
業
者
の
中
に
は
、
詐

欺
を
働
く
業
者
も
あ
り
、
代
金
が
先
に
渡
っ

て
し
ま
う
と
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
取
り

返
す
こ
と
が
非
常
に
困
難
で
す
。

対
策
と
し
て

①�

連
絡
先
、
責
任
者
名
、
住
所
が
分
か
ら
　

な
い
シ
ョ
ッ
プ
の
商
品
は
、
ト
ラ
ブ
ル
と

な
る
可
能
性
が
高
い
の
で
、
注
文
し
な
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

②�

先
払
い
の
口
座
振
り
込
み
や
電
子
マ
ネ
ー
送

金
で
は
な
く
、
後
払
い
振
り
込
み
の
で
き
る

シ
ョッ
プ
を
選
ぶ
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

③�

返
品
条
件
を
必
ず
確
認
す
る
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

④�

注
文
し
た
内
容
、
業
者
か
ら
の
メ
ー
ル
や

確
認
画
面
は
保
存
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

⑤�

届
い
た
商
品
は
化
粧
箱
を
開
け
る
前
に
注

文
し
た
品
物
か
ど
う
か
を
確
認
し
、
そ
し

て
す
ぐ
に
中
身
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
不
具
合

が
あ
れ
ば
、
す
ぐ
に
シ
ョ
ッ
プ
に
連
絡
し

ま
し
ょ
う
。

　

ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
提
供
さ
れ
る
豊
富
な

サ
ー
ビ
ス
を
、
い
つ
で
も
利
用
で
き
る
こ
と

は
確
か
に
便
利
で
す
が
、
そ
の
一
方
で
ト
ラ

ブ
ル
が
発
生
し
易
い
と
い
う
点
に
も
注
意
が

必
要
で
す
。
信
用
で
き
る
シ
ョ
ッ
プ
を
選
択

し
て
、
ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
を
安
全
に
楽

し
み
、
賢
い
消
費
者
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
！

オンラインマーク プライバシーマーク ジャドママーク
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４
月
27
日（
月
）、
暖
か
い
日
差
し

の
中
、
児
童
た
ち
が
体
育
館
に
集

ま
っ
て
き
ま
し
た
。

　

彼
ら
は
「
キ
ッ
ズ
サ
ポ
ー
タ
ー
」。

５
、６
年
生
を
中
心
と
し
た
有
志
で

あ
り
、
保
護
者
や
地
域
の
か
た
と
と

も
に
学
校
の
美
化
奉
仕
作
業
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

児
童
た
ち
は
意
気
揚
々
と
作
業
を

開
始
！
ま
ず
は
体
育
館
の
床
掃
除
か

ら
。
ほ
う
き
で
床
を
掃
き
終
わ
っ
た

後
、
皆
で
ぞ
う
き
ん
が
け
を
し
ま
し

た
。
小
学
生
に
は
と
て
も
広
い
体
育

館
。「
も
う
10
往
復
も
し
た
」
と
和

気
あ
い
あ
い
と
楽
し
み
な
が
ら
、
一

生
懸
命
磨
き
上
げ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
は
校
舎
の
壁
の
ペ
ン
キ
塗

り
で
す
。
始
め
に
、
ど
の
よ
う
に
作

業
を
行
っ
て
い
く
か
説
明
を
受
け
ま

す
。
児
童
た
ち
の
聞
き
入
る
様
子
を

見
る
と
、
作
業
に
対
す
る
真
剣
さ
が

わ
か
り
ま
す
。
ペ
ン
キ
塗
り
は
２
回

目
の
児
童
も
い
て
、手
馴
れ
た
様
子
。

先
ほ
ど
の
ワ
ッ
ク
ス
が
け
の
疲
れ
も

忘
れ
、
作
業
に
没
頭
。
背
の
届
か
な

い
と
こ
ろ
は
大
人
の
人
に
手
伝
っ
て

も
ら
い
、
見
違
え
る
よ
う
に
き
れ
い

に
な
り
ま
し
た
。

　

今
回
ペ
ン
キ
塗
り
を
し
た
壁
は
、

１
年
生
が
主
に
使
う
廊
下
の
壁
。
下

級
生
を
大
切
に
す
る
思
い
を
感
じ
ま

す
。

　

児
童
た
ち
は
「
疲
れ
た
。
で
も
お

も
し
ろ
か
っ
た
！
」「
最
初
は
面
倒

だ
な
と
思
っ
て
い
た
け
ど
、
す
ご
く

楽
し
か
っ
た
！
」
と
話
し
、
保
護
者

の
か
た
は
「
ワ
ッ
ク
ス
が
け
や
ペ
ン

キ
塗
り
な
ど
、
子
ど
も
た
ち
が
普
段

し
な
い
こ
と
が
で
き
て
お
も
し
ろ
い

と
思
う
」「
地
域
の
か
た
と
一
緒
に

や
れ
る
の
で
い
い
活
動
」
と
話
し
ま

し
た
。

　
「
キ
ッ
ズ
サ
ポ
ー
タ
ー
」
は
子
ど

も
た
ち
が
自
主
的
に
活
動
す
る
取
り

組
み
と
し
て
長
年
継
続
し
て
き
ま
し

た
が
、
２
年
前
か
ら
一
般
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
募
集
し
、
地
域
の
か
た
と

交
流
す
る
機
会
を
設
け
て
い
ま
す
。

　

谷
原
校
長
は
「
地
域
の
か
た
と
触

れ
合
う
こ
と
で
、
見
守
っ
て
も
ら
っ

て
い
る
と
い
う
意
識
を
育
て
た
い
。

ま
た
、
こ
う
し
た
活
動
に
参
加
す
る

こ
と
で
、
自
分
の
学
校
を
好
き
に

な
っ
て
ほ
し
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

（キッズサポーターオリジナルポーズ）

ローラーやハケを駆使

反対側までダッシュ！

細かいところも抜かりなく

ぼくたち、キッズサポーター！！
奮闘☆キッズサポーター

イキイキ！香芝っ子
真美ヶ丘東

小学校みんなで学校をきれいに

どうやるのかなぁ？

疲れた・・・
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ふんわりしていて
あまずっぱい☆

いちご大福

（１人分９５ｋｃａ l）

【材料（２個分）】
白玉粉…２０ｇ	 いちご…中型２個
水…４０ｍｌ	 こしあん（缶）…４０ｇ
さとう…１０ｇ	 片栗粉…適宜

【作り方】
①�いちごはヘタを包丁で切り、水気をふく。あんを２等分し、

いちごを包む。
②�白玉粉、さとう、水を耐熱容器に入れよく混ぜる。ふたを

してレンジで３分加熱したら、レンジから出してよく練る。
さらに２分３０秒加熱し、もう一度よく練る。コシがでて
きたら、片栗粉を敷いたバットにとり、粉をまぶして２等
分する。

③�②のおもちを丸く手でのばし、いちごあんを上から包めば
できあがり☆

香芝検定のこたえ　③　

　平成２６年度において、３０団体
９５８名のかたが登録されています。登
下校時の見守り活動をはじめ、あいさつ
運動や夜間の防犯パトロールを行ってい
る団体もあります。　　

☆編集後記☆
　今回の特集にあたり、何度か二上山
を登りました。急な登り道は、やはり
しんどいです。しかし、すれ違う人と
挨拶を交わしたり、休憩しているとき
に声を掛けてくれる人がいて、コミュ
ニケーションをとると頂上まで頑張ろ
うという気持ちになりました。
　汗だくになり、山頂まで登りきると
何とも言えないすがすがしい達成感が
味わえました。

＜誠＞

　

大
阪
育
ち
の
私
が
、
結
婚
後
に
暮
ら

し
始
め
た
の
が
こ
の
香
芝
。

　

長
女
が
生
ま
れ
て
、
始
め
た
未
就
園

児
サ
ー
ク
ル
「
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
キ
ッ
ズ

ク
ラ
ブ
」。
希
望
い
っ
ぱ
い
、
夢
い
っ
ぱ

い
の
ち
び
っ
子
と
マ
マ
さ
ん
た
ち
と
の

ひ
と
と
き
は
、
い
つ
も
た
く
さ
ん
の
癒

し
と
元
気
を
い
た
だ
け
ま
す
。

　

次
男
出
産
後
、
参
加
し
て
い
る
の
が
、

香
芝
ブ
ッ
ク
ト
ー
ク
の
会「
た
ん
ぽ
ぽ
」。

年
数
回
、
小
学
校
に
訪
れ
、
テ
ー
マ
に

沿
っ
た
本
の
紹
介
を
し
ま
す
。
子
ど
も

た
ち
が
ワ
ク
ワ
ク
し
な
が
ら
本
の
紹
介

を
聞
い
て
い
る
様
子
、こ
れ
読
み
た
い
！

と
本
を
手
に
取
る
様
子
を
見
る
の
が
、

本
当
に
う
れ
し
い
瞬
間
。
児
童
書
の
魅

力
に
す
っ
か
り
は
ま
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

長
女
の
小
学
校
入
学
か
ら
ス
タ
ー
ト

し
た
、
二
上
小
図
書
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
。

朝
の
10
分
間
読
み
聞
か
せ
タ
イ
ム
。
ど

の
絵
本
に
し
よ
う
か
、
こ
れ
を
読
ん
だ

ら
ど
ん
な
反
応
す
る
か
な
？
悩
み
な
が

ら
の
本
選
び
。
実
際
は
予
想
外
の
反
応

だ
っ
た
り
、
気
づ
か
な
か
っ
た
こ
と
を

子
ど
も
た
ち
か
ら
教
え
て
も
ら
っ
た
り
も

し
ま
す
。

　

何
よ
り
も
、
こ
れ
ら
の
サ
ー
ク
ル
や
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
出
会
っ
た
素
敵
な
人

た
ち
！
本
当
に
た
く
さ
ん
の
こ
と
を
教

え
て
も
ら
っ
た
り
、
助
け
て
も
ら
っ
た
り
。

　

大
好
き
！
感
謝
で
す
！

　

他
に
も
子
ど
も
の
習
い
事
や
、
地
域
、

仕
事
を
通
し
て
の
た
く
さ
ん
の
素
敵
な

出
会
い
。
こ
の
ま
ち
を
選
ん
で
良
か
っ
た
。

こ
の
ま
ち
で
子
育
て
で
き
て
良
か
っ
た
。

　

皆
さ
ん
、
こ
れ
か
ら
も
楽
し
く
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
次
回
は
大
江
さ
ん
に
リ
レ
ー
し
ま
す
。

素
敵
な
出
会
い
が
い
っ
ぱ
い

大
西 

順
子
さ
ん

パパッと簡単
クッキング！

No.2

市
民
ペ
ン
リ
レ
ー　
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時
代
の
流
れ
と
と
も
に
移
り
変
わ
る
ま
ち
並
み
や
、
時
を
超
え
て
受
け
継
が
れ

て
き
た
変
わ
ら
ぬ
風
景
な
ど
、
古
い
写
真
を
随
時
募
集
し
て
い
ま
す
。
皆
さ
ま
の

ご
提
供
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
市
役
所
秘
書
広
報
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

下田東から二上山を望む
昭和47年

（1972年） 

5
月
号

2
0
1
5
.5
.2
1

N
o.5
7
5

杉本さん（下田東）提供
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